
□徳島駅より

・JR牟岐線中田駅下車（約15分）→西へ徒歩12分

・タクシーで20分

・徳島バス勝浦方面行き、日開野バス停下車

（25分：病院前に到着）

□お車の場合

・国道55号線　ルピア交差点を勝浦方面へ300メートル
　　　　　項　　目　　　　　　　　　　　  　 1月　　      2月　 　　   3月

平均外来患者数（1日)　　　     61人 　　 　60人　　　　 55人

新入院患者数　     　　　　　 　 　 54人　　  　50人  　　　58人　

平均在院日数　　　  　　　　　  　　54日  　　　 46日　　 　 46日

病床利用率　　　　　　　　　　 　  　　93%  　　  88%　　　   90%

在宅復帰率　　 　 　　　　　　　      96%  　　　91% 　　　  94%

重症者受入率　　　　　　　　　   　  46％　　　 　46%　　 　　47%

重症者改善率　　　　　　　　　　  　 73％　　　 　72％　　　　 74%

平均リハビリ単位数（１日）　      4.6　 　 　　 4.8　　　  　 4.8

休日平均リハビリ単位数 　　　　  3.1　　      3.7　   　　　3.8

こ　ま　つ　し　ま　び　ょ　う　い　ん

内科

整形

＊予約：退院後の定期診察に限定させて頂いております。

有井 杉 本
本 田

板東

外 来 診 療 担 当 医 師

診 療 統 計 デ ー タ 公 表

　　　　月　　火　　水　　木　　金　　土

 午前 　　　  有井　谷口　谷口　有井　

 午後　　　　笠井　  　　 前田　三井　休診

 午前　休診　寺前　休診　湯浅　寺前　予約

 午後　予約　松浦　予約　休診　休診　休診

　ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー

■内科･整形外科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

■回復期リハビリテーション病棟

■地域包括ケア病床

■人間ドック・脳ドック

STAFF column ー職員のつぶやきー

TEL　0885-33-2288
FAX　0885-33-1266

https://komatsushimahp.jp/

topics病院

１６

□託児所あり
□各種手当あり

□未経験者でもOK
□福利厚生充実

介護士　正看護師
　調理員　社会福祉士
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

お問合せ：0885-33-2288
  （事務部 阿部）
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「能登半島地震における被災地支援活動に参加して」
見学大歓迎！見学大歓迎！

正規・パート募集
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小 松 島 病 院 だ よ り

＜機器講習＞

3月 か ら 実 施 し て お り ま し た 病 院 全 体 の
屋 根 、 外 壁 修 繕 工 事 が 完 了 し ま し た 。
患 者 様 、 近 隣 の 皆 さ ま ご 協 力 あ り が と う
ご ざ い ま し た 。

　今年の1月1日に起きた能登半島地震が起きた事は皆さん記憶に新しいこ
とだと思います。徳島県は平時より災害発生時に被災地支援がスムーズに
⾏えるように、各団体と提携をしています。私は徳島県作業療法士会の災
害時リハビリテーション圏域リーダーとして登録しており、この度、1月
25日から29日までの5日間被災地支援に⾏ってきました。私が派遣された
活動場所は⾦沢にあるスポーツセンターという所でした。そこは、１．５
次避難所として使用されており、地震で施設や病院が崩れてしまい生活す
る場所がない要支援者や要介護者が二次避難所へ移るまでの間にテントで
の生活を⾏っている所でした。全国から集まってきた災害対策チームと共
に活動を⾏いました。私はリハビリ職として環境設定や評価を⾏い転倒な
どのリスクをなくして生活できるように段差解消や動く頻度が減っている

2024年 1月 1日に石川県能登半島で発生した「令和6年能登半島地震」を受け、当院リハビリテー

ション部の角野 國雄さん、中村 吉伸さんが被災地支援活動に参加しました。

方たちへの集団体操などを⾏ってきました。今もまだまだ家に帰れていない、⾏く施設が決まっていない人た
ちがたくさんいます。
　今後、徳島でも南海トラフ地震が起こると言われています。私たちのような専門チームも災害に備えて訓練
や研修を日頃から⾏なっています。皆さんも災害時の備えや避難場所を決めておくなど今出来ることをして、
自分や家族の大事な命を守る⾏動をしていってください。リハビリテーション部　角野 國雄　　

　私は2月9日から13日までの5日間、被災地支援に⾏って
参りました。活動場所は角野さんと同じく⾦沢市内のスポ
ーツセンターでした。避難が⻑期化し、飲み込みが悪くな
ってきた方に対しては“ミールラウンド”という飲み込みに
配慮された食事が必要かどうかを評価、支援するといった
専門的な活動も⾏いました。

多くの人の関わり、継続の重要性
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専門的な活動も⾏ないました。
　私自身初めての被災地活動であったことから不安と緊張でいっぱいでしたが、
避難された方からは「遠い所から来てくれたんやな、ありがとう」と逆に労いの
お声も頂きました。被災地支援は多くの人々が関わることで成り⽴ち、細く⻑く
継続してゆくことの重要性を改めて認識いたしました。職員のみなさまにも少し
でも興味を持って頂けると幸いです。　リハビリテーション部　中村吉伸左から角野さん、中村さん


